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11年にわたる観測の結果、「夜空の明る
さ」は様々な気象状態や、ＳＰＭ・光化学
オキシダントなどの目に見えない環境汚染
物質に、強く影響されることを証明した。
このことが評価され、2010年に「星空の街
・あおぞらの街」全国協議会より『環境大
臣賞』を受賞した。そして、「夜空の明る
さ」を地図で可視化した北九州の１／５万
等光度曲線地図を製作し、2012年の全国高
等学校総合文化祭 富山大会自然科学部門
で、第２位の「文化庁長官賞」をいただい
た。さらに、2013年の第37回全国総文祭長
崎大会自然科学部門に、理科部としては３
年連続で出場する予定である。
今年は、昨年から研究を行っている黄砂

の研究を継続して行った。スカイクォリテ
ィーメーターＬＥを用いた連日観測のデー
タをもとに黄砂の流動についてさらに詳し
い検証を行った。
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近 年 、
ユーラシ
ア大陸内
陸部から
日本への
黄砂の飛
来が注目
を浴びて
い る ( 図
１)。日本に飛来してくる物質は様々な種
類がある。空気中に浮遊する数nm～数mmの
液体または固体粒子をエアロゾルとよび、
最近問題視されているＰＭ2.5も含まれ、
黄砂もエアロゾルに含まれている。
黄砂は図２のように、日本に飛来する際、

中国の工場
地帯で発生
した有害物
質と結びつ
き、日本人
の健康面に
対しても影
響を与える
事が報告さ
れている。

図１.中国からの黄砂飛来の様子

図２.エアロゾルの飛来

2006年、黄砂が飛来している時を狙い、
夜空の明るさの各地同日観測を行った。そ
の結果、夜空がとても明るく、黄砂が夜空
の明るさに影響を及ぼしているのではない
かと考えた。
図３は、国立環境研究所が長崎県大村市

でライダー観測している黄砂データと、北
九州の夜空の明るさを定点連続観測したデ
ータを比較したものである。この図の2011
年４月９日～11日と４月25日～28日の期間
の長崎黄砂の飛来量を見ると、黄砂の値が
上がるとともに、夜空の明るさの値が上が
っている。また、黄砂の値が下がるととも
に、夜空の明るさも下がっている。
よって、この結果から北九州で観測した

夜空の明るさに黄砂が影響を及ぼしている
ことがわかる。

次に2012年、スカイクォリティーメータ
ーＬＥを学校の屋上に設置し、15分毎の連
続観測データをとった。そのデータと国立
環境研究所からいただいた15分毎の黄砂デ
ータを比較し、考察を行った。
図４は、２月25日の北九州で観測した夜

空の明るさと、長崎の黄砂データを同時刻
で表したものである。グラフをみると、
23:00～１:45の時間帯にかけて黄砂の数値
が大きく変化している。そこで、図中のCA
SEⅠとCASEⅡに注目して、グラフを新たに
作成した。

図３ .長崎の黄砂と北九州の夜空の明るさ

図４.長崎の黄砂飛来量と北九州の夜空の明るさ（２月25日）



図５(CASEⅠ)は、２月25日に黄砂が長崎
を通過して、その30分後に北九州に飛来し
たと考えて作成した。次に図６(CASEⅡ)は、
図５と同じ日に黄砂が長崎と通過して、そ
の45分後に北九州に飛来しと考えて作成し
ている。
図５と図６で、黄砂が飛来した時間が15

分ずれているのは、風向が北西～北に変化
したためと考えられる。この期間、ＳＰＭ
や光化学オキシダントはあまり変化してい
なかった。よって、21:00～１:00の間に北
九州に飛来した黄砂が、夜空の明るさに影
響を及ぼしていることがわかる。

さらに、福岡市でのライダー観測データ
を福岡大学の白石先生よりいただいた。

図７のScattering ratio(上図)は大気中
を浮遊している微粒子の散乱比、濃度を表
すものである。色が明るく、数値が高いと
ころは、微粒子の濃度が高いことを示して
いる。これを見ると、地表０m～上空約１
kmにおいて、黄砂を含む微粒子の濃度が高
いことがわかる。
Depolarization ratio(下図)は偏光解消

度、つまり微粒子の非球形度を示しており、
数値が高いところは微粒子がごつごつして
いることを表す。地表０m～上空約１kmに
おいて、非球形粒子である黄砂が確認でき
る。これらの２つの図より、地表付近を移
動している微粒子はほぼ黄砂であるといえ
る。また、黄砂が地上付近を移動している
ということは、地上付近の風速・風向に強
い影響を受けることが考えられる。
以上のデータより、黄砂は地上付近を移

動しており、夜空の明るさに大きく影響を
与えている。このように、黄砂が地上付近

図７．ライダー観測の結果（福岡市）

図５．長崎の黄砂と北九州

の夜空の明るさ(CASEⅠ)

図６．長崎の黄砂と北九州

の夜空の明るさ(CASEⅡ)

を移動している結果は、黄砂ははるか上空
を飛んでいると思っていた私達の常識を大
きく覆したといえる。
さらに2011年からの研究で、黄砂がユー

ラシア大陸から九州に飛来する際に、黄砂
前線を伴って飛来することがわかった(図
８)。観測結果からも、黄砂が飛来する時
間差が１時間以内であったため、北九州と
長崎にほぼ同時に飛来していると考えられ
る。

黄砂は、ユーラシア大陸内陸部の砂漠か
ら飛来してくるが、自然的要因だけで飛来
量が年々増加しているわけではない。森林
伐採や焼畑農業による砂漠化など、人為的
要因によるものもある。

３.おわりに３.おわりに３.おわりに３.おわりに

北九州の夜空の明るさと長崎の黄砂の相
関関係の時間のズレを調べたところ、夜空
の明るさに黄砂が影響を及ぼしているこ
と、さらにその間の風向の変化の影響など、
黄砂の流動を推測することができた。
なお、福岡市のライダー観測による黄砂

の数値データが入手できなかったため、本
来の意図した研究ができなかった。次年度
こそ、長崎・福岡の黄砂データと北九州の
夜空の明るさを比較することで、夜空の明
るさと黄砂の関係をより詳しく調べ、黄砂
の流動状態を明らかにしたい。
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今回、夜空の明るさと黄砂の飛来量値の
比較を行うにあたり、国立環境研究所の清
水先生、福岡大学の白石先生に黄砂の数値
データやライダー観測のデータを提供して
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図８.気象庁による黄砂の飛来予測図


